
六角ハンドル ・ 遠隔装置 取付説明書 （ハンドル本体取付方法については、サッシ本体組立取付説明書を参照してください） 面 .MN-1455 ！改3
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ハンドル
（虫ねじ付）

※出寸法を少なくしたい場合は、別売りの
六角ハンドルをお勧めします。

a 六角ハンドル取付要領

（本槻明書内参考図はルーバーサッシで表示されています。）

（別亮り）六角ハンドル 〔13PKB01 〕

④ ◎ X 1

｀ 遠隔装置取付要領（本説明書内参考図はルーバーサッシで表示されています。）

（別売り）遠隔装置（つなぎ軸標準） （ルーバー・高所用縦江り） ． 〔■ 3PKB05女）
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ルーパー用
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X 1 ハンドル本体取付ピス
th4xl8トラス

高所用縦江り用

プーリ—＋つなぎ輪（中）＋つなぎ軸（小） ポー ルチェ ー ン �x2
※つなぎ軸（中）（小）はあらかじめ ＊点—註ェーン長廿

4m
2m 
3m 補強ブラケット ハンドル本体取付ピス

セットされています。 </J 4 X 2 2トラス
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（別売り戸匹J_つなぎ＇ 〖〉〗
プーリ —＋つなぎ軸（大）
※つなぎ軸（大） はあらかじめ

セットされています。

ポー ルチェ ーン
2m 

＊：ポールテェーン長さ十3m
4m 

〔 ■3PKB06女〕
ルー バー用
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x 1 I ハンドル本体敢付ビスI
<fJ 4 X 1 8, トラス

高所用縦江り用
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補強ブラケット ハンドル本体取付ビ
04x22トラス

（別売り）遠隔装置（つなぎ軸標準） （平行江り出し窓） 〔●3PJB05女〕
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ブーリ ー＋つなぎ輪（中）＋つなぎ軸（小） ボールチェ ー ン
※つなぎ軸（中）（小）はあらかじめ ＊：ポ—註ェーン長叶ー

2m
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4m 
m 補強ブラケット ハンドル本体取付ピス

セットされています。 q) 5 X 20トラス

（別売り）遠隔装置（つなぎ軸大） （平行江り出し窓） 〔●3PJB06*〕
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※つなぎ軸（大）はあらかじめ
セットされています．
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9 ヽンドル本体取付ビ
t/]_5x20トラス

（別売り）遠隔装置（つなぎ軸標準） （オー ニング窓） 〔■3PNXB05*: 
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ブーリー＋つなぎ軸（中）＋つなぎ軸（小） ボー ルチェ ー ン
※つなぎ軸（中）（小）はあらかじめ ＊ボールテ←ン晨←-E
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補強ブラケット ヽヽンドル本体取付ビス
セットされています。 <b5x22なべ頭
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※つなぎ雑（大）はあらかじめ
セットされています。
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② 【補強ブラケットの取付方法】
• ハンドル本体のカバ一を開き、ハンドル本体取付ビスを

はずします。
※オーニング窓の場合は、運結板とコンロッドの連結ねじ

も外してください。 （補強ブラケット取付後、運結ねじを
再取付けしてください。）

・別売り補強ブラケット（◎)を、縦枠とハンドル本体の
間にはさみこむ様にし、セット内の本体取り付けビスで
固定してください。

® 【プー リ ー（つなぎ軸付）の取付方法】
・プー リ ー （つなぎ軸付） （＠））を確実にハンドル本体に

差し込み虫ねじで固定してください。

二）補強ブラケット

虫ねじ

Iォー ニング窓 l

后
j 

ハンドル本体取付ビス
1/J 5 X 2 2なペllJi

※逆勝手使用時は、本図と対称に
取り付けてください。


